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Fig.3 各温度(レプリカ)に対する beta3sの構造形成度。
横軸は NativeContact数(天然構造内で形成されている水素結合、疎水結合などを NatIveContactと呼ぶ。この

























のことで、知らない方が多いと思われるので。)PPII helixはらせん一周期当り 3残基と αhelixに比べ長細い形をして
し、る (Fig.5)
Fig.5 poly-proline I helix(左図)と αhelix(右図)
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